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１．流域の概要

富士川は、その源を山梨県北巨摩郡白州町と長野県諏訪郡富士見町境の 鋸 岳（標
ふ じ き た こ ま はくしゅう す わ ふ じ み のこぎり

高2,685m）に発し、途中多くの支流を合わせながら山間渓谷部を抜け、甲府盆地を南
こうふ

流し、盆地の南端山梨県西八代郡市川大門町において笛吹川を合わせて再び山間渓谷
にしやつしろ いちかわだいもん ふえふき

部に入り、静岡県富士市と庵原郡蒲原町の境において駿河湾に注ぐ、幹川流路延長128
ふ じ い は ら かんばら す る が

km、流域面積3,990km （沼川流域含む）の一級河川である （図1-1参照）2 。

その流域は長野県、山梨県及び静岡県の３県にまたがり、豊かな自然環境を有して
おり、富士川と周囲の山々が醸し出す風情は、急流と清流が相まって、優れた景観美
を造り、その流れは県内外の人々に憩いと安らぎを与え、広く愛されている。流域内
の代表的な都市は、甲府盆地内の甲府市並びに河口部の富士市及び沼津市があり、山

ぬ ま づ

梨県及び静岡県の中東部地区における社会、経済、文化の基盤をなしており、本水系
の治水、利水、環境についての意義は極めて大きい。
富士川は、流域の約90%が急峻な山地で、3,000m級の山々に囲まれた日本を代表する
急流河川であり、河道はレキ河原を呈している。
流域の西側に日本列島を東西に分割する大断層糸魚川～静岡構造線が走っている。

い と い が わ

このため、流域は極めてもろい地質構造になっており、崩壊地が多く、豪雨とともに
崩壊土砂が河道に流出し、流れの緩やかな所に堆積している。
甲府盆地周辺の南アルプス、八ヶ岳、秩父山地を擁している上流部は、富士川、笛

や つ が ち ち ぶ

吹川をはじめとして、御勅使川、荒川などによる扇状地とともに、天井川が形成され
み だ い あ ら

たところに市街地が発展している。これら数多くの川は甲府盆地南端の禹之瀬で全て
う の せ

富士川に集まっている。
禹之瀬からの中流部は、途中早川を合わせ、急峻な山地の間を縫うように蛇行を繰

は や

り返し流下しており、岩肌と川面が織りなす自然豊かな景観となっている。沿川の限
られた平地には堤防がなく、宅地や農地が集中している。
さらに、脆弱な山地が迫っているため、いったん豪雨になると、富士川と平行して

、 。走っている国道52号は通行止めとなり 水防活動や河川巡視などの支障となっている
富士市に入ったあたりから河口までの富士山を一望できる下流部は、再び扇状地が
発達した天井川となった所に市街地が発展している。河口部は約2,000mの広大な川幅
を有し、低水路部は多列砂州を形成している。
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図 1-1 富士川流域図
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２．治水事業の経緯

日本を代表する急流河川の富士川は、古くから水害に悩まされ、武田信玄が、甲府

盆地を水害から守るため築いたとされる信玄堤や万力林などの霞堤や水害防備林など
しんげん まんりき かすみ

による独自の治水工法が施されてきた。また、下流部においても、江戸時代の代官で

。 、 、ある古 郡が三代に渡って完成させた 雁 堤がある これらの施設は 現在においても
ふるごおり かりがね

治水機能を発揮している。

富士川水系の治水事業については、明治40年、43年の洪水により、清水端及び松岡
し み ず ば た ま つ お か

における計画高水流量をそれぞれ5,600m /ｓ及び9,800m /ｓとする改修計画を大正９年3 3

に決定し、大正10年から直轄事業として工事に着手した。富士川下流部、上流部及び
笛吹川においては、河道掘削を行い築堤、護岸等を施工した。さらに、昭和33年から
富士川中流部において築堤、護岸等を施工した。
昭和34年８月洪水等の状況、流域の開発等にかんがみ、昭和49年に基準地点清水端

、及び北松野における基本高水のピーク流量をそれぞれ8,800m /ｓ及び16,600m /ｓとし3 3
き た ま つ の

これを計画高水流量として改定した。さらに、静岡県が施工した沼川水系支川潤井川
ぬ ま う る い

から富士川への分流を行う星山放水路の完成に伴い昭和49年に沼川水系を富士川水系
ほ し や ま

に編入した。
砂防事業については、直轄事業として明治16年に富士川上流（釜無川）支川、小武

か ま な し こ む

川及び御勅使川並びに中流支川の早川及び大柳川について着手した。
お お や な

特に昭和34年８月及び９月台風による未曾有の大災害にかんがみ、富士川上流（釜
無川）及び早川について施工している。また、潤井川上流については富士山の大沢く

お お さ わ

ずれ対策事業を昭和44年から実施している。
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３．既往洪水の概要

富士川における洪水発生の要因のほとんどは、台風性の降雨であり、明治40年８
月、43年８月、昭和10年８月、22年９月に洪水が生じている。昭和30年代以降にお
いては、昭和57年８月に戦後最大規模の洪水が生じている。また、昭和57年８月に
次ぐ規模の出水として、清水端上流では昭和34年８月洪水が、富士川下流の北松野
では平成３年９月洪水がそれぞれあげられる。
富士川における主要洪水における降雨、出水及び被害の状況を表3-1に示す。
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表 3-1 富士川における主要洪水の概要
出水年月日 降雨要因 流域平均2日雨量 実績最大流量 被害状況

（mm） （m /ｓ） *推定値
3

清水端 北松野 清水端 北松野
明治40年 台風 死者115人、傷害148人、家屋全壊･半261 287 *約9,000 *約17,000
8月22～26日 壊･破損･流失9597戸、床上浸水10207

戸、床下浸水4249戸、堤防決壊・破損
約125km、道路流失及び埋没・破損約4
41km、田畑の流出埋没、浸水、冠水71
2町歩:流域内

明治43年8月9 台風 御嶽崩壊による10人を超える死者、甲248 296
～10日 府市で1795戸床上浸水、1572戸床下浸

水、韮崎（釜無川 、日下部及び石和）
（笛吹川 、釜無川･笛吹川･芦川の合）
流点付近の堤防決壊:流域内

昭和10年 台風 死者行方不明44名、傷害26名、家屋流85 108
8月29日 出68戸、床上浸水1146戸、田畑の流出

埋没、浸水、冠水、4786町歩：山梨県
内

昭和22年 ｶｽﾘｰﾝ 死者13人、道路･橋被災：山梨県内292 325
9月14日 台風
昭和34年 7号台風 死傷者851名 行方不明33名 家屋全壊･254 302 約5,700 約9,000
8月14日 半壊･流出6536戸家屋浸水14495戸：山

梨県内
昭和34年 15号台風 死傷者103名 行方不明1名家屋全壊･半129 136 約2,100
9月26日 壊･流出5668戸 家屋浸水1636戸：山梨

県内
昭和36年 梅雨前線 死傷者10名 行方不明1名 家屋全壊流260 308 約3,200 約8,800
6月23～28日 出12戸、半壊13戸、 床上浸水391戸、

床下浸水3227戸、浸水面積3995ha
昭和41年 26号台風 死傷者224名 行方不明82名 家屋全壊1137 236 約3,200
9月25日 22戸 床上浸水1676戸、床下浸水4714

戸、農地浸水1717ha、宅地その他浸水
2117ha

昭和47年 20号台風 死傷者18名、家屋全壊流出１戸、床上156 213 約2,500 約4,100
9月17日 浸水2戸、床下浸水62戸,農地浸水375h

a、宅地その他浸水2ha
昭和57年 10号台風 死者7名 負傷者28名 家屋全壊流出26283 341 *約6,800 *約14,300
8月2～3日 戸、半壊20戸、床上浸水523戸、床下

浸水589戸,農地浸水4084ha、宅地その
他浸水159ha

昭和60年 6号台風 死者1名 負傷者2名、家屋全壊流出１159 207 *約4,100 約9,100
6月30～7月1日 戸、半壊１戸、床上浸水37戸、床下浸

水135戸、農地浸水121ha、宅地その他
浸水25ha

、 、平成3年 17号台風 死者1名 負傷者2名 家屋全壊流出2戸163 215 約3,200 約12,400
9月19日 秋雨前線 床上浸水97戸、床下浸水649戸、農地

浸水393ha、宅地その他浸水48ha

昭和10年８月、昭和22年９月洪水被害出典：富士川水害史調査報告書
明治40年８月、明治43年８月洪水被害 出典 山梨県水害史
昭和34年８月、９月洪水被害 出典：明日の山梨を拓くｰ富士川の治水と甲斐の道づくり（流域外含む）
昭和36年６月～昭和57年８月洪水時の人的被害 出典：同上
昭和60年６月30日～７月１日、平成３年９月洪水時の人的被害 出典：高水速報（山梨県内）
昭和36年６月～平成３年９月洪水時の家屋、農地の被害 出典：水害統計流域内のみ



- 6 -

４．基本高水の検討

昭和49年に改定された工事実施基本計画（以下「既定計画」という ）では、以下に。

示すとおり、基準地点清水端、北松野において基本高水のピーク流量をそれぞれ8,800

m /ｓ、16,600m /ｓとしている。3 3

①基準地点を清水端及び北松野とし、洪水防御地域の重要性や降雨の特性による上
下流のバランス等を総合的に勘案して、それぞれ1/100、1/150と設定
②富士川は急流河川のため洪水の継続時間が短く、また洪水に起因する降雨のほと

、 、んどが台風性降雨で主要降雨はほぼ２日で終了することから 降雨の継続時間は
２日雨量を採用し、確率処理上、回数法による確率分布を設定

、 、 、 、 、 、③昭和33年９月 34年８月 36年６月 40年９月 41年６月 41年９月洪水により
貯留関数法による流出計算モデルを同定
④流域の代表的降雨分布特性を有する21降雨波形を対象として、２日雨量と21降雨
波形に基づく最大流量の相関関係を分析
⑤基準地点の基本高水のピーク流量は、２日雨量と最大流量の相関関係から２日雨

量確率が清水端1/100、北松野1/150に相当する流量として、それぞれ8,800m /ｓ、3

16,600m /ｓを決定3

その後の水理･水文データの蓄積等を踏まえ、既定計画の基本高水ピーク流量につい
て、以下の観点から検証を行った。
①流量確率評価による検証
相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データを確率統計処理す

ることにより、基本高水のピーク流量を検証
②既往洪水からの検証
時間雨量等の記録が存在する実績降雨や過去の著名洪水を、各種条件の下に再

現が可能となったことから基本高水のピーク流量を検証



- 7 -

１）流量確率評価による検証

、 。蓄積された洪水時の実績の水位・流量データを用いて確率処理し 検証を行った

確率計算の統計期間は清水端においては昭和27年以降、北松野においては昭和35年

以降とした。

確率規模は、氾濫の重要度や人口･資産の分布状況等を総合的に勘案し、既定計画
の規模と同様に本川上流部及び笛吹川は1/100、本川下流部は1/150とした。
現在、一般的に用いられている確率分布モデルにより確率処理した結果は、清水
端で約6,800～9,200m /ｓ、北松野で約16,200～21,000m /ｓとなる。3 3

表 4-1 1/100確率流量（清水端）
確 率 分 布 確率流量（ /ｓ）m3

対数正規分布（石原・高瀬法） 6,800

３母数対数正規分布（積率法） 6,800

指数分布 6,800

平方根指数型最大値分布 6,900

一般化極値分布 7,200

対数ピアソンⅢ型分布 7,300

３母数対数正規分布 クオンタイル法 7,300（ ）

対数正規分布 （岩井法） 8,000

２母数対数正規分布（積率法） 8,900

２母数対数正規分布（Ｌ積率法） 9,200

表 4-2 1/150確率流量（北松野）
確 率 分 布 確率流量（ /ｓ）m3

グンベル分布 16,200

一般化極値分布 18,700

指数分布 19,300

平方根指数型最大値分布 21,000
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２）既往洪水による検証

過去の洪水時の痕跡水位や、水害の記録より、明治40年８月洪水が富士川流域で

の実績最大洪水と考えられる。

上流部は、鬼嶋地先（河口から約59km）でのヒアリング、鰍 沢付近（河口から約6
お に し ま か じか ざわ

） 、 、 、3km～73km の痕跡水位 氾濫の時間経過を示す日記等から 一方下流部については
雁堤付近でのヒアリングや痕跡等から、明治40年８月洪水での流量は、清水端、北
松野地点でそれぞれ約9,000m /ｓ、約17,000m /ｓであったと推定される。3 3

以上の検討結果から、清水端及び北松野における基本高水のピーク流量を既定計画
同様8,800m /ｓ及び16,600m /ｓとする。3 3
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５．高水処理計画

清水端及び北松野における基本高水のピーク流量8,800 m /ｓ及び16,600 m /ｓは、3 3

河道改修による高水処理が可能なことから、既定計画同様に河道改修により対応する
こととする。
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６．計画高水流量

富士川の計画高水流量は、船山橋において1,700m /ｓとし、塩川の合流量を合わせ、3
ふ な や ま し お

浅原橋において、4,000m /ｓとする。その下流では笛吹川の合流量を合わせ清水端に3
あ さ ば ら

おいて8,800m /ｓとし、早川等の支川合流量及び残流域からの流入量を合わせ、北松3

野において16,600m /ｓとし、河口まで同流量とする。3

笛吹川の計画高水流量は亀甲橋において1,600m /ｓとし、支川の合流量を合わせ、石3
き っ こ う

和において3,600m /ｓとする。その下流では芦川等の支川からの合流量及び残流域か3

らの流入量を合わせ、富士川合流点において5,800m /ｓとする。3

m /ｓ）（単位： 3

図 6-1 富士川計画高水流量
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７．河道計画

河道計画は、以下の理由により、現況河道を重視し、既定の縦断計画のとおりとす
る。

･既定計画の計画高水位に対し、中流部の一部を除き堤防が概成していること。
･既定計画の計画高水位に基づいて、新幹線をはじめとした多数の橋梁が架けられて
いること。
･沿川の地形･土地利用条件から河道拡幅が困難であること。

計画縦断図を図7-1～3に示すとともに、主要な地点における計画高水位及び計画横
断系に係わる概ねの川幅を表7-1に示す。

表 7-1 主要な地点における計画高水位及び川幅一覧

河川名 地点名 河口又は合流点からの距離 計画高水位 川幅

(km) T.P.(m) (m)

富士川 船山橋 河 口 か ら 83.7 344.84 310

浅原橋 〃 69.7 255.69 420

清水端 〃 60.9 245.34 150

北松野 〃 10.7 52.10 160

笛吹川 亀甲橋 富士川合流点から 25.9 348.26 110

石和 〃 19.1 271.01 230

桃林橋 〃 4.8 250.61 250

注）T.P. 東京湾中等潮位
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